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同本の火山とその研究

諏 訪 彰

日本の火山と火山馨

　日本の地質，換言すれば，私達の国土の生いたちを調

べてみると，古生代ゴットラソド紀，つまり，今から3

億数千万年も前にできた水成岩層の中にも火山噴出物が

礫として見出され（幅井県），しかも，その後現在までの

間に何回か火山活動の特に激しかった時代があったこと

が認められる．従って，それらの火山活動が生み出した

熔岩・碑屑物などの火山噴出物や，更に，そうした噴出

物を主要構成物として二次的に生成された水成岩はほと

んど日本全土を覆って“るといっても差支ない．

　しかし，この間，大規模な地殻変動がしばしば繰り返

され，更に，侵蝕作用がたえず進められた上に，特に第

3紀末から第4紀の始にかげみられた激しい造山作用，，

つまり，大規模な曲楢及び断暦蓮動に伴い，現在も続げ

られている活発な火山活動の噴出物が広く各地に分布し

ているために，第3紀以前の諸火山はほとんどその原形

をとどめていない状況である．それ故，少くとも日本に

関する限り，第4紀における火山活動とより古い地質盤

代のそれとを同列に取扱5ことは当を得ていないと考え．

られる．従って，本文でも，第4紀の火山ないしは火山

活動に重点をおいて話を進めることにする．

　さて，日本には過去約100万年間に噴火活動が行わ

れたいわゆる第4紀火山だけでも実に約270山が知ら

れており，文字通り，北の端から南の涯まで，海の中に

も陸の中にも分布し，環太卒洋火山幣の一部である日本

火山帯を形成している．しかも，この中には，歴史時代

に噴火した記録をもついわゆる活休火山が四十数山含ま

れている．すなわち，紀元前520～477年の開聞岳の噴

火はややはっきりしないとしても1558年（仏教傳来め

直後）の阿蘇山，578年め鳥海山の両噴火を始めとし

て，過去1400年ばかりの間に総計的260回の噴火或は

噴火群と呼ばれるような火山活動が記録されている．し

かも，最近でも，年々何処ウ数ヵ所で噴火が見られ・大

災害をひき起したり，地形に大変動を与えたりして，世

間を騒がせたものも少くない．ここ数年聞だげをとって

みても，1950年の浅間山，1951～51年と1953～54年の

大島，1952～53年の明神礁，1953年の阿蘇山といった

具合に，私達が色々の意昧で忘れることのできない噴火

が相ついで起きている．なお，過去100年聞に噴火した

火山約30の内，新熔岩を噴出したものと，ガス爆発に
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よって既存岩石を噴出したものとは相牟している．

　こうして，日本には，世界活休火山総数約480のほ

ぼ10分の」1が密集しており，1その国土（37万km2）

が世界の陸地の全面積（15038『万km2）の400分の1

にも満たないことを考え合わせるならば・今更のよろ

に，その密度の高いのに驚かざるを得ない・しかも・そ

の狭い国土に9000万の人口を抱えている日本では・人・

々はたえず噴火の危瞼にさらされてL｛る火山のふもと，

いや，山腹にまで市街や村落をつくり，やせた火山炭地

をも極度に耕して，そのなりわいをたてて行かねばなら

ない．火山や火山活動が私達国民の生活と切っても切れ

ない深い関係にあるのも正に当・然なことであり，日本が

世界屈指の火山国と称されるゆえんもここにある・

　このように多数の日本の火山も，よく調べてみると・

全国一様に散らばっているのではなく，火山の特に多い

所と割合いに少ない所があるととがわかる・例えば四国

地方などには全く火山が見当らない・・それ故・私達は

便宜上，日本の諸火山をその地理的分布の上から更に6

っの火山幣に細分している．千島・那須・鳥海・富士・

御岳（乗鞍）・白山（大山）・琉球（霧島〉の諸火山帯

がそれである．ここに特に注意すべきことは，既に述べ

たよ5に，これらの火山帯は元来諸火山の時間的並びに

地理的分布に專ら着目して，便宜的に区分されている点

である．つまり，地質構造などを詳しく調べた上で定め

られている山脈などとは大いに趣を異にしていることで

ある．従って，同じ火山幣に属されている諸火山が具体

的にどんな相互関係があるのか，無いのかといろような

ことは，まだなとんど判っていない状態である．昔は，

火山幣の同義語として”火山脈”とい5語がよく用いら

れたが，近年では專門家聞ではほとんど使う者がなくな

ったのもそのためである．つまり，”火山脈”り語は，

地下を岩漿の脈が貫いていて，それによって諸火山が互

に連絡しているかのよ5な誤っ準印象を一般に与え易い

ので，この語を避けるよ5になったのである・

　しかし，火山学，特に火山や火山活動の本質などにつ

いての一般的研究，或は又，各火山の地質調査や岩石研

究が進むにつれて，今日では　火山帯というものに岩石

成因論的ないしは地質構造的な意義をも加昧させ，日本

の諸火山幣を再編成しようとする機蓮が強くなってい

る』昔は瀬戸内火山幣とか阿蘇火山幣と呼ばれた火山帯

”天気”．2・3
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日本の第，4紀火山の分布
○『

●

1．

2
3
4・

5
6
7
8
9

活休火山
死ゴ火　山

知度硫黄山
十勝岳
一樽前山一一

有珠山

北海道駒ケ岳
一渡島大島

岩木山
秋田焼山．

岩手山

10　秋国駒ケ岳
11　鳥海山

12　須川岳
13藏主山・
14吾妻山
15　安達太郎山’

工6盤梯山
17那須山．
18・，日光白根山・

19　赤城山・

20浅問山‘
21　草津白根山一
・22　新潟焼山

23　富士山
24．ナ島三原山

25新島
26’神津島
一27　三宅島

28　八丈富士
29　青ケ島
30　明神礁
31　スミス島付近’
32　鳥、島

33焼岳
34　白山
35、、鶴見岳』

36　九重山

37　　雲痢山岳　　’　

38　阿蘇山

39霧島山
40桜島1
41　開問岳．

42硫黄島付近
43　口之永良郎島
。44　中之島．

45　諏訪瀬島1

ユ955年’3月、
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に属されていた阿蘇山を，今では．琉球火山幣に入れる

学者が多いのもその一つのあらわれである．つまり，火

山の分布，すなわち．従来の火山帯と地質構造とはほぼ

一致してはいるが・詳「しく見ればかなり違っている点も

認められる．浅間山は一般に那須火山帯に入れられてい

るが，昨年のように大島と噴火を競演したりすると，「同

じ火山幣に属する浅間と三原」といったように，富士火

山幣に訂正されたかの如く取り扱われるこ』とが多い．し

かし，恐らくこれはジャ’一ナリズムの然らしめたもので

あって，今のところ，学問的な見地から是非改訂しなけ

ればならないとい弓理由はない．しかも，反面又，浅間

山はあくまで那須火山幣に入れるべきで，富士火山幣に

入れてはならないといろ決定的な理由もない．っまり，

那須，富士両火山幣では，この付近に近づくにつれて岩

石の性質が次第に共通になってきていて，結局，そうし

た点では浅間山はこの両火山帯のどちらに入れても差支

はおこらないのである．叉，白山火山幣などは，それに

属する諸火山あ間に基盤の地質構造上の共通性は全く認

められないといってもよい程である．ちなみに，最近の

日本の火山幣分布図などでは瀬戸内火山幣が漕し去られ

ているのが普通であるが，それは，これに属する諸火山

の活動がほとんど第3紀に限られていたことが明らかに

された為に，他の火山稽，っまり第4紀火山幣と区別さ

れるよ弓になったためである．

　このように，火山幣の定義，従って，それによる日本

の諸火山の区分も，いはば過渡期にあるのであるが，現

在一般に通用している前記6火山幣について，その特徴

を述べれば大体次の如くである．

　干島火山帯　北海道中央部に位する大雪山・十勝岳か

ら，千島列島を経てカムチャッカ牛島に至るもので，大

部分，輝石安山岩からなる成暦火山である．もっとも，

大雪山・十勝岳には角閃石安山岩も見られる．北海道北

東部には屈斜路・阿寒等のカルデラがある．

　那須火山帯　那須山以北では輝石安山岩が大部分を占

め，僅かに角閃石石英安山岩・輝石石英安山岩が見られ

る程度であるが，日光火山群及びそれより南ないし西に

進むと，前記岩石のほか，しばしば角閃石安山岩ないし

は石英安肉岩が見られる．ほとんど成暦火山であるが，

支笏湖・洞斎湖・倶多樂湖（北海道），十和田湖・田沢

湖・鬼首（東北地方）等のカルデラもある．なお，岩手

山・栗駒山・藏王山等の奥羽背陵山脈の火山には，富士

火山帯南部の諸火山に見られるものに類似した，アルカ

リに乏しく珪酸鉱物に富む玄武岩も産出する．遠く利尻

．島の利尻富士にも玄武岩が見られる．

　鳥海火山帯　那須火山幣とほぼ並走し，北海道大島か

ら新潟・幅島両県境の浅草岳に至るまでは別個の火山幣

として認められるが，それ以南では那須火肉帯に合体し

ている．主として，角閃石安山岩ないしは輝石安山岩よ
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りなる成暦火山である．北海道大島の熔岩やマー』ルどし

て知られた秋田県一の目潟の砕屑物には玄武岩が見られ

るが，｝那須火山幣のものに較べてアルカリが多い．1

　富士火山樽　新潟曉山を北端として，伊豆孚島へと本

州を横断し，豆南諸島から硫黄島列島を経て，マリアナ

火山帯に蓮なるもので，大てい成暦火山であるが，大島

その他の豆南諸島の火山や箱根山にはカルデラが見ら淑

る．本火山幣の北部と南部とでは玄武岩の性質に著しい

差異が認められ，古くから，岩石成因論上大いに注目さ

れている．つまり，豆南諸島中の紳津・式根・新島の諸

火山や伊豆孚島の天城山・大室火山群などより北の諸火

山と，箱根山などを含めた大島その他の豆南諸島の主軸

にのる諸火山とでは，産出される玄武岩め性質が互に相

違している．北部諸火山の玄武岩は南部諸火山のそれに

比し，アルカリに富み，珪酸鉱物に乏しい．もっとも，

この境は劃然たるものではなく，漸移的である．

　北部諸火山は大部分輝石安山岩・角閃石安画岩・角閃

石石英安山岩よりなるが，富士山・大室火山群等では玄

武岩，紳津島一新島では流紋岩が主となうている．南部

諸火山はほとんど玄武岩・輝石安山岩で，角閃石安山岩

は見られない．なお，明紳礁の噴火が火山学上特に関心

をもたれたのは，その軽石が周囲の諸火山の岩石とは全

く趣を異にした輝石石英安山岩であっだからである．

　御岳火山箒　乗鞍・御岳両火山は大成暦火山を形成し

ているが，他は噴出物も少なく，基盤の地形に左右され

ていて，特徴的な火山地形は認められない．輝石安山岩

・角閃石安山岩・黒雲母安山岩（石英安山岩）等が見ら

れるが，特に黒雲母安山岩は富士火山幣以北では全く認

められず，本火山幣以西ではしばしば見られる．

　白山火山箒　本火山幣に属されている諸火山は九州地

方以外では甚だとびとびに散在し，・同一火山幣とするに

はやや難があるが，岩石の性質，火虫の構造には全般的

にはっきりした共通性が見られる．っまり，爆発活動に

よって形成された角閃安山岩の砕屑丘の上に黒雲母安山

岩の熔岩円1頁丘がのって▽ることがよく見られ，両子山

・三瓶山などがその典型である．なお，1姫島には黒曜岩

を産し，大日岳では輝石安山岩・角閃石安山岩が成暦火

山を形成している．

　霧島火山帯阿蘇山を北端として南九州を縦断し，琉

球島弧のやや西側に沿って，台湾北端の火山に至ってい

る．本火山帯の北部には阿蘇・姶良・阿多・鬼界と極め

て大規模なカルデラが列んでいる．これらのカルデラの

陥没する前に噴出した輝石安山岩・角閃石安山岩・石英

安山岩等のいわゆる熔結凝炭岩は九州の中南部をほとん

ど覆っている．炭石と俗称されているのがそれである．

中岳を始めとする阿蘇中央火口丘群・霧島・櫻島・開聞

岳等の諸火山は前記カルデラ陥没律に，その内部叉は外

側に噴出した輝石安山岩の成層火山である．琉球列島の

”天気”　2・3



・諸火山もほとんど輝石安山岩からなっている．・

　なお，以上の諸火山幣の岩石はすべていわゆるカルク

アルカリ岩系であって，造肉幣や造陸蓮動による隆起地

域に見られるものであるが，山陰地方や九州福江島等に

はアルカリ岩系火山も見られ，隠岐島後や幅江島には極

めてアルヵリに富んだ玄武岩が楯状火山を形成してい
　　　　　　　　　　　　　の
る．とにかく，このよ5に，日本ではアルカリ岩系火山

岩の分布はごく限られているが，実は，この岩系の火山

は朝鮮・満洲方面に広く分布し，その南限が僅かに日本

列島にもあらわれているのである．

　結局，日本の諸火山では玄武岩・安山岩・石英安町岩

がよく見られ，特に安山岩が卓越している．従って，噴

火の型式としては爆発活動，火山地形としては成暦円錐

火山が最も普通である．なお，岩石の化学成分から見れ

ば，珪酸40％以下或いは75％以上のものは極く稀

であって，55～65％のものが多く，特に60～65％の

　ものが最く多い．更にそれらの本邦産火山岩の珪酸含量

総李均値は約60％となっている．ちなみに，浅間山の

近年の火山弾は珪酸60％前後，櫻島の1946年の熔岩

は約61％であるから，日本の典型的な活火山として知

　られたこの両火山は，岩質的にも日本の代表的な火山と

いえる．

日本における火山研究の発達

　　このように多くの火山を有する臼本では，『人々の生活

は利害ともに火山から大きな影響を与えられ，特にその

噴火の災害は著しいものがある．従って，日本ほど火山

研究の必要に迫られている国はないわけであり，反面

叉，その研究の場所や機会に恵まれているということも

できる．今日，我が国に於ける火山学，特に噴火予知の

問題を中心とする火山活動の研究が世界学界の指導的地

歩を占めているのも誠にもっともな話である．

　　さて・宗教的な古代の火山観や噴火の単なる観察記は

別として，火山が近代科学の立場からメスを入れられる

　よろになったのは，イタリーその他の西洋諸国において

　も18世紀牛からのことであり，日本においては明治維

新以後，すなわち，過去約80年の間のことである．し

かも，その初期においては本邦火山の研究は專ら地質鉱

物学者の手に委ねられており，明治中期に至って漸く地

球物理学者がこれに加わり，いわゆる專門の地球化学者

が火山と取り組み，独自の研究分野を開拓し牟のは大正

時代も牛をすぎ宅からのことであった．

　　日本の火山研究の種子は1876～77年の大島噴火につ

いてのE．Nauman（独），J．Milne’（英）の両外人教

師と日本最初の鉱物学者和田維四郎の調査によってまか

れた．彼等の調査結果は直ちに内外の学術誌に発表さ

れ，ひとり日本におげる火山研究の端緒となったばかり

　でなく，海外学堺に本邦火山を紹介し，その関心をたカ・

めるのにも大いに役立った．彼等はその後もそれぞれ相
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はほとんど岩石標本の記載に絡始し，いわば日本火山の
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鶴その異常現象卿こ脚噸火も含まれ昏薄
た．これが今日，気象官署が日本の常時火山観測を担当

するよろになった端緒であった．また，1882年に創立

された地質調査所では，以来今日まで，地質函作製に関

連して火山を調査するばかりでなく，著しい噴火につ～，・
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が火山弾に直撃されて殉職した．これ偶1952年，明紳　　編

礁爆発によって海上保安庁水路部の観測般第5海洋丸が・　緩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
灘し・3壌の乗員（観測者田瞬日三馴下9名・乗薄
組員22名）全員が殉職した大惨事と共に∫本邦火山研， 灘
究史に永遠に記録さるべき婬い犠牲であった．なお，菊　　．穫

池安は三宅島炭長石，小笠原島火μ｛岩中の輝石などの鉱　　，彊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マてま
物学的研究にも大いに見るべきものがあった’．　　。　　・鷺1

　東京帝国大学で30数年間　（1886～1921）教鞭をと　　1』滋

　り，叉，地昧な火山調査事業に精根を注ヤ』で，本邦岩石　　噸

学・火山地質学の父と仰がれる小藤文次郎も当時既に火　　溺
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下の多くの俊秀を率いて，いよいよ本邦火山の系統的な・

地質調査の大事業を推進することになった．．1896～1922

年に彼の指導のもとに同調査会その他から世に出された　ご蟻
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学はまだ記載的研究の域を脱し得なかった．

　この20世紀初頭（明治末から大正始）には南方諸島

や北海道など，各地に噴火があり，多くの学者によっ

て，そうした火山活動の調査が行われた．1902年の豆

南諸島鳥島　（全島民125名全滅），1903年の琉球列島

鳥島，1904・1914年の南硫黄島付近（新火山島出没），

1909年の樽前山　（新熔岩円頂丘形成），1910年の有珠

（明治新山誕生）などの噴火がそれであった．かねてか

ら震災予防調査会の事実上の主宰者とし宅地震に関する

調査研究に努めていた大森房吉は，漸くこの頃から火山

活動にも深い関心を示すようになり，鳥島（豆南），有珠．

の両噴火の調査を手始めとして，1910年秋には，当時

やはり活発に活動を繰返していた淺間山で初めて地震計

を用いて火山性地震を観測し，翌1911年には長野測候

所と協力して地震・気象観測を行うよ5になり，火山観

測所も湯の耶に建設されて，以後旬年夏季にこれを継続

した．その後彼はこ5した火山観測と熟心に取り組んだ

ばかりでなく，日本の噴火史料の蒐集とそれにもとづく

統計的研究などにも精励し，日本における火山物理学の

開拓者となった．日本噴火誌上・下篇（1918）はその多

彩な研究の成果の一つであった．

　1912年には僥岳の噴火に関連して松本測候所が臨

時に火山性地震の観測を行ったが，1912～14年の大島

の噴火も大森房吉・中村清二，岡村要藏等によって調べ、

られ　殊に藤教篤等は光学高温計を用いて初めて新熔岩

の温度を測定した．更に1914年の櫻島の大噴火は数々

の貴重な調査研究を生み出したが，中でも小藤文次郎・

大森房吉両名の研究はともにその代表的なものであっ

た．大森は地震学：的研究を行ったばかりでなく，水準測

量結果から，この噴火に件って，鹿児島湾周辺一帯に最

大約50cmに達する大規模な地盤沈下が起ったことを

明らかにした．なお，この噴火では顕著な前徴地震が頻

発し，鹿児島測候所などの観測結果にもとづいて住民が

すみやかに避難して，災害の軽減に役立ったことは有名

である．こ弓して，噴火に関連する諸現象の器械による

精密観測が次第に広く行われるよろになった．また櫻

島の噴火にはF．A．Perret（ベスピアス火山観測所），

T．A．Jaggar（ハワイ火山観測所）などの海外の著名

な火幽学者も調査のため来朝し，これらの内外火山学：者

の調査研究報告を通じて，この噴火は広く世界的に紹介

された．なお，1916年にイタリー留学から帰朝した田

中館秀三はその後火田地形や噴火の現地調査に幾多の業

績を生み出して行った．

　1920年頃より、小川琢治・紳津淑肱・坪井誠太郎等

が火山地質岩石学研究の指導的立場を占めるよ5になっ

た．この頃になると，物理化学の進歩に俘い，それを岩

石生成の研究に適用して，岩石の諸事実に対する成因的

解釈が試みられるようになった．偏光顕微鏡による鉱物
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の詳しい光単的決定が広く行われ，叉，造岩鉱物の化學

分析の重要性が認識されるよろになった結果，この方面

の知識は目覚ましく進歩した．坪井とその門下生等によ

るカルクアルカリ岩系，紳津・富田i達等によるアルカリ

岩系の研究などはこの方面の代表的なものであった．紳

津等による造岩鉱物の熱的研究及びX線による研究など
　　　　　　　　　　　　　
も特筆さるべきものであった．しかも，この頃から東北

帝国大学（1913），京都帝国大学（1921）をはじめとし

て，各大学に地質学教室が設げられ研究者の数も急増し

てきたために，北海道・千島などを含む日本の諸火山の

一層精密な調査研婆が行われて，各火山の構造発達史が

明らかにされてきた．’すなわち，各火山の基盤岩と火山

自体の噴出物とを区別することによって，火山の地質時

代とその活動期間とがかなり明らかとなり，また火山体

の下には基盤岩がかなり高く持ち上っていたり，より古

い火山体が薩れていたりする場合が少くないことなどが

判明した．津屋弘蓮による富士山ないしは富士火山幣，

松本唯一による阿蘇山その他の南九州カルデラ群，久野

久による箱根山の研究など，幾多の貴重な成果があげら

れた．こうして，火山地質岩石学は記載学から成因学へ

と脱皮して行ったのである．なお，”地質現象の新解釈”

（1929）にまとめられた小川琢治のいわゆる構造地震の

原因としての地下深所における岩漿活動に関する所論も

注目すべきものであった．

　一方，火山物理学の方面でも，1923年に大森房吉が

永眠し，また，同年の関東大震災を機とじて震災予防調

査会が廃せられ，東京大学に地震研究所（1925）が設げ

られるなど，事情は全く一変した．主要活火山には火山・

観測所が設げられて，火山現象の常時観測が行われるよ

うになった．すなわち，震災予防調査会解浩後の淺間山

の常時観測は長野測候所追分支所によって継続され，更

に軽井沢測候所にひきつがれると共1こ・同調査会の研究

業務は主として1933年に設立された地震研究所支所（峰

の茶屋）で継続された．阿蘇山には1927年に京都大学

の火山研究所が，更に1931年には熊本測候所支所（現

在の阿蘇山測候所）が設けられた．大島にも1938年大

島測候所が設立され，外輪山頂に火山観測所が建設され

た．更にその後十年余りの間に1森・室蘭・苫小牧・鹿

児島・白河・鳥島・温泉岳などの測候所で火山の遠望観

測，定期現地観測，噴気，温泉観測などを行5よろになっ

た．そして，ころした火山は勿論，その他の火山におい

ても，噴火がおきた場合などには，臨時に，その火山近

傍に地震計・傾斜計に限らず，各種の器械を集中し，火

山現象が研究された．その主な機会は1929年北海道駒

ケ岳噴火，1930年伊東地方群発地震及び北伊豆地震，

1940年三宅島噴火，1944～45年有珠山（昭和新山）噴

火，1946年櫻島噴火，1950～51年大島噴火などであっ

た．特に1929年北海道駒ケ岳の噴火は火山活動が地質

”天気”2・3
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岩石學的並ぴに地球物理学的に協力して研究された最初

の機会であった．特に，水上武等による淺間山の火山性

地震・餌体傾斜の研究，佐々憲三・武石武等による阿蘇

山の火山性地震・微働の研究などは，それぞれ相当の成

果をあげ，それ等の前徴随俘現象の観測から噴火の或る

程度の予知や見通しがつけ得られるよろになった．

　岩石学者叉はその協力者が，岩石学的研究の補助ない

しは附随的意昧で火山岩や昇華物の化学分析などを行っ

たのはかなり古いが，この頃になると，いわゆる化学者

で火山研究に專門にとり組む者が多くなり，漸く，独自

の研究分野が確立されるよろになった．火山岩その他の

各種火成岩，来山ガス，温泉などの化学的性質・成因等

が調べられ，岩崎岩次・野口喜三雄等の業績が特に著し

い．なお，野口は永年淺間山の火山ガスの研究に專念

し，その結果，火山爆発と噴気孔（地嶽谷）の火山ガス

の化学成分（例えばH2SとCO2の含有量の比）の変

化との関係などの研究に興昧ある成果を生み始めた．

　この間，1931年には日本火山学会カシJ・川琢治・紳津

淑砧・加藤武夫等を主唱者として創立され，叉，地学関

係調査研究機関の新設・拡張などが全国的に行われて，

火山研究の劃期的発達が期待されたが，第二次大職その

他によって，すべてが停滞し，日本火山学会も有名無実

の存在と化したまま，日本の火山研究は戦後もなお数年

間虚脱状態をつづけた」

　近年各地の火山が活発に活動し，瀧会的環境も漸く安

定し，海外学界との交流も行われるようになりて，日本

における火山研究も，ここで飛躍的に進歩さるべき時期

に到達している．

　従来，火山地質岩石学：が成因論的立場で行われたとは

言っても，地史と岩石域因とはそれぞれ別個に論じら

れ，火山豪遷史とその構成物質である岩石の成因とを結

びっけて論ずるまでには至らず，カルクアリカリ，アル

カリ両種岩系の研究もそれぞれ独立に行われた．火山物

理学の分野においても，既に観測された火山性地震，地

形変化，地磁気・重力・地電流の異常などの諸現象の中

『にもなお幾多疑間の点が存在し，更にまだほとんど観測

されていない現象も多い．また，従来の火山物理学的研

究はほとんどすべで，個々の火山，個々の唄火に対する

諸現象の計測学的研究にとどまり，未だ総合的，普遍的

研究の段階には至っていなかった．噴火とその前徴，随

俘現象と考えられる諸現象との相関関係，或はそれらの

火山現象相互間の関連性，更に火山活動の機構，本質な

どの間題は未だほとんど手がつけられていなかった．火

山岩の物理的性質についての研究，っまり．実験を必要

とするよろな研究に至っては誠に微々たるものであっ，

た．火山化学としては分析化学的研究が漸く軌道に乗ろ

た程度で，之と李行して進めらるべき物理化学的方法に

よる研究などは：全くたち遅れて▽た．
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進する必要に迫られているが，それらの研究の成果をあ’　講

げ，火山現象を眞に究明するためには，それら各分野の

研究者達のより密接な総合的協力，提携が望まれる・そ　　，灘

して・事実・ここ数年来・この線にそって・研蛎動が『，趨

張力に進められよろとしている・同じ專門の研究者・或　鷺

は專門を異にする研究都多数構して・いわゆる総合嘱

研究・団体研究が盛んに行われ，例えば「瀬戸内研究グ　　、曝

ノレープ」の同地騰火離っいての研究，いわゆる緋一・』蕪

学者をも含めた明紳礁灘底噴火の研究，地質調査所を中　一・．遵

心とする有珠昭和新山の研究など・着々成果があげられ　　、壌

ている．こうした盛りあがる機蓮に従って1952年には、L康

東京大学や中央気象台を中心とする在京火山学者有志にri罐

よって活火山研究会が生まれ・相互の連絡・協力がはか　　ゴ，濯

られ，更に，1954年秋には全国的組織をもっ火山物理研’　』。蓼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゴロゆ究会が灘された・中央気象台礁・953年に初めて火昌懲
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